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03)	 久米田裕子 ,	河合高生 ,	神吉政史 ,	河原隆二 ,	平井佑治 ,	Le	Hoang	Ninh、Nguyen	Do	Phuc,	Truong	Van	Nhut, 山本

容正 : ホーチミン市の食材流通過程における ESBL 産生大腸菌と各種食中毒細菌の汚染状況 ,	日本防菌防黴学会	第

40 回年次大会 ,	大阪（2013）

04)	 陳内理生 ,	原田哲也 ,	河合高生 ,	黒田誠 ,	竹内史比古 ,	久米田裕子 : ミトコンドリア DNAを標的としたナナホシク

ドア検出法の開発 ,	第 34 回日本食品微生物学会学術総会 ,	東京（2013）

05)	 神吉政史 ,	勢戸和子 ,	久米田裕子 :	食品からの免疫磁気ビーズを用いた腸管出血性大腸菌O26、O111、O157 の

一斉検出法 ,	第 34 回日本食品微生物学会学術総会 ,	東京（2013）

06)	 神吉政史 ,	久米田裕子：市販生肉、生鮮魚介類および魚介加工品におけるListeria	monocytogenes の分布状況 ,	第

34 回日本食品微生物学会学術総会 ,	東京（2013）

07)	 河合高生 ,原田哲也 ,陳内理生 ,大西貴弘 ,小西良子 ,久米田裕子 :	乳のみマウスを使用したKudoa	septempunctata

の下痢原性に関する研究	(4),	第 34 回日本食品微生物学会学術総会 ,	東京（2013）

08)	 依田知子 ,	原田哲也 ,	久米田裕子 :	ランプ法を使用した増幅核酸簡易検出キットの検討 ,	第 34 回日本食品微生物

学会学術総会 ,	東京（2013）

09)	 田口真澄 ,	河原隆二 ,	勢戸和子 : 市販鶏肉には AmpC 型β -lactamase 産生大腸菌と ESBL 産生大腸菌が同率に存在

する ,	第 87 回日本細菌学会総会 ,	東京 (2014)

10)	 勢戸和子 ,	神吉政史 ,	原田哲也 ,	田口真澄 : 大阪府で分離されたO157 以外の志賀毒素産生性大腸菌（non-O157	

STEC）の特徴—ヒト由来株と食品由来株の比較 ,	第 17 回腸管出血性大腸菌感染症研究会 ,	つくば	(2013)

11)	 勢戸和子 ,	田口真澄 : 腸管出血性大腸菌感染症における抗体価測定の意義とラテックス法の評価 ,	第 56 回日本感

染症学会中日本地方会 ,	大阪	(2013)

12)	 勢戸和子 ,	田口真澄 ,	河原隆二 :EHEC	O157 流行株探知に向けた近畿 IS データベースの運用 ,	第 87 回日本細菌学

会総会 ,	東京	(2014)

13)	 田丸亜貴 : 高まん延地域の結核対策における分子疫学的解析 ,	第 72 回日本公衆衛生学会総会 ,	三重	(2013)

14)	 田丸亜貴 ,	中島千絵 ,	鈴木定彦：Comparison	of	Mycobacterium	tuberculosis	Genotypes	Isolated	from	Urban	and	

Rural	Regions	in	Osaka	Bay	Shore	Area	in	Japan.	US-Japan	Cooperative	Medical	Science	Program:	Tuberculosis	

and	Leprosy	Panel	Meeting	in	Japan,	札幌（2013）

15)	 田丸亜貴 : 大阪府由来結核菌株の分子疫学とサーベイランス体制 , ストップ結核パートナーシップ関西　第一回

ワークショップ ,	大阪（2013）

16）坂田淳子 :MALDI-TOF/MS を使ってみました , 第 40 回カビ毒研究連絡会 , 千葉（2013）

17）坂田淳子 :MALDI-TOF/MS によるカビの迅速同定の検討 , 日本質量分析学会	第 143 回質量分析関西談話会 , 大阪

（2013）

18）坂田淳子 , 河原隆二 , 川津健太郎 , 田口真澄 , 久米田裕子 :MALDI-TOF/MS による微生物迅速同定	～同定困難な菌

種への応用～，平成 25年度（第 40回）地方衛生研究所全国協議会	近畿支部細菌部会研究会 , 大阪（2013）
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19)	 加瀬哲男 , 前田章子 , 菅野恒治 ,、中田恵子 :	2010/11 および 2011/12 シーズンの連続した季節性インフルエン

ザワクチン接種によって誘導される抗インフルエンザウイルス抗体　第 54回臨床ウイルス学会 , 岡山（2013）

20)	 中田恵子 , 加瀬哲男 :	エコーウイルス７型の分子疫学的解析―無菌性髄膜炎患者に由来する分離株を中心に　第

54回臨床ウイルス学会 , 岡山（2013）

21)	 倉田貴子 , 加瀬哲男 :	大阪府内における 2012 年の風疹患者発生状　第 54回臨床ウイルス学会 , 岡山（2013）

22)	 倉田貴子 :	大阪府における風疹の疫学解析 , 衛生微生物協議会第 34回研究会 , 名古屋（2013）

23)	 左近直美 , 萬谷雅宣 , 中田恵子 , 上林大起 , 駒野淳 , 加瀬哲男 :	自然感染における小児のノロウイルス再感染 ,	第 61

回日本ウイルス学会学術集会 , 神戸 (2013)

24)	 田中智之 ,	左近直美 ,	三好龍也 ,	上林大起 ,	内野清子 ,	加瀬哲男 :	大阪府における 2012/13	シーズンのノロウイル

ス集団感染の実状 ,	第 61 回日本ウイルス学会学術集会 , 神戸 (2013)

25)	 中田恵子 , 駒野淳 :	Identification	of	GBA1	as	an	intrinsic	negative	regulator	of	Enterovirus	71	infection, 第 61 回日

本ウイルス学会学術集会 , 神戸 (2013)

26)	 森川佐依子 , 廣井聡 , 高橋和郎 , 加瀬哲男 :	MDCK 細胞と分離インフルエンザウイルス株の性状比較 , 第 61 回日本

ウイルス学会学術集会 , 神戸 (2013)

27)	 廣井聡 , 森川佐依子 , 高橋和郎 , 加瀬哲男 :	大阪府における呼吸器由来アデノウイルスの検出状況と遺伝子解析

（2008-2012 年）, 第 61 回日本ウイルス学会学術集会 , 神戸	(2013）

28)	 弓指孝博 ,青山幾子 ,駒野淳 ,加瀬哲男 ,高橋和郎 :	不明熱患者から蚊の培養細胞で分離したウイルス様因子の解析 ,

第 61 回日本ウイルス学会学術集会、神戸 (2013)

29)	 倉田貴子 , 上林大起 , 駒野淳 , 加瀬哲男 , 高橋和郎 :	ヒト胎盤由来細胞に麻疹ウイルス感染が及ぼす細胞生理学的

影響 ,	第 61 回日本ウイルス学会学術集会 , 神戸 (2013)

30)	 上林大起 ,	倉田貴子 ,	片山雄大 ,	駒野淳 ,	加瀬哲男 ,	高橋和郎 :	風疹ウイルス感染ハイスループット評価システムの

確立と中和抗体価測定への応用 ,	第 61 回日本ウイルス学会学術集会 , 神戸 (2013)

31)	 武田哲 ,	上林大起 ,	倉田貴子 ,	吉山裕規 ,	駒野淳 :	Epstein-Barr	virus	III 型潜伏感染によるMeasles	virus 感染感受

性増強メカニズムの解析 ,	第 61 回日本ウイルス学会学術集会 , 神戸 (2013)

32)	 熊谷	卓司 , 中山	哲夫 , 奥野良信 , 加瀬	哲男 , 宮田	章子 , 岡藤	輝夫 , 鈴木	英太郎 , 落合	仁 , 長田	伸夫 , 庵原	俊昭 :	

パンデミック（H1N1）2009 の総括－医療機関職員の有する抗体の性状解析（2）　第 17回日本ワクチン学会学

術集会 , 津（2013）

33)	 原めぐみ , 大藤さとこ , 福島	若葉 , 加瀬	哲男 , 前田	一洋 , 廣田	良夫 :	重症心身障害児・者におけるインフルエンザ

ワクチンの免疫原性と有効性（2010/11 シーズン）第 17回日本ワクチン学会学術集会 , 津（2013）

34)	 加瀬哲男 , 倉田貴子 , 上林大起 , 高橋和郎 , 駒野淳 :	麻疹における家族内 2次発生について　第 17回日本ワクチン

学会学術集会 , 津（2013）

35)	 上林大起 ,	倉田貴子 ,	駒野淳 ,	高橋和郎 ,	加瀬哲男 :	先天性風疹症候群（CRS）および関連症例について ,	第 17 回

日本ワクチン学会学術集会 , 津（2013）

36)	 中田恵子 , 加瀬哲男 :	環境水サーベイランスによるポリオウイルス探知法の評価　第 17回日本ワクチン学会学術

集会 , 津（2013）

37)	 中田恵子 , 駒野淳 :		βグルコセレブロシダーゼによるエンテ	ロウイルス 71(EV71) 増殖抵抗性―EV71 感染症に対

する新たな分子標的治療の可能性、第 36回日本分子生物学会 , 神戸（2013）

38)	 加瀬哲男 ,	倉田貴子 ,	上林大起 ,	永井沙織 ,	西村公志 ,	松本一美 ,	大平文人 ,	松井陽子 ,	福村	和美 ,	松本治子 ,	高橋

和郎 ,	駒野淳 ,	玉井	圭 ,	北島博之 :	大阪府における風疹の流行状況と先天性風疹症候群患児への支援体制について ,	

第 45 回日本小児感染症学会総会・学術集会 , 札幌 (2013)
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39)	 小村太郎 , 平田晴之 , 陣内理生 , 弓指孝博 , 勝川千尋 , 直完明 , 石原智明 : 大阪の野生化アライグマ (Procyon	lotor)

から検出されたピロプラズマ目原虫の進化系統解析 , 第 156 回日本獣医学会学術集会 , 岐阜 (2013)

40)	 森	治代 , 小島洋子 , 川畑拓也 ,	駒野淳 , 松浦基夫 : 高ウイルス血症と急激な CD4数の減少を呈するHIV-1 感染初期

症例の地域的集積とそのウイルス学的解析 ,	第 27 回日本エイズ学会学術集会 ,	熊本（2013）

41)	 川畑拓也 ,	長島真美 ,	貞升健志 ,	小島洋子 ,	森　治代：HIV 急性感染期の診断における第４世代HIV 迅速検査試薬

エスプラインHIV	Ag/Ab の性能評価 ,	第 27 回日本エイズ学会学術集会 , 熊本（2013）

42)	 川畑拓也 , 後藤大輔 , 町登志雄 , 鬼塚哲郎 , 塩野徳史 , 市川誠一 , 岳中美江 , 岩佐厚 , 亀岡博 , 菅野展史 , 高田昌彦，

田端運久 , 中村幸生 , 古林敬一 , 小島洋子 , 森治代 : 診療所を窓口としたMSM向け HIV 検査普及プログラムの改

良に向けた検討 ,	第 27 回日本エイズ学会学術集会 ,	熊本（2013）

43)	 小島洋子 ,	川畑拓也 ,	森治代 ,	駒野淳 ,	古林敬一 ,	谷口恭 ,	岩佐厚 ,	谷口幸一 ,	木村博子 : 大阪府内の性感染症関連

診療所受診者におけるHIV・HBV・梅毒の疫学調査とHIV 検査勧奨の効果 ,	第 27 回日本エイズ学会学術集会 ,	熊

本（2013）

44)	 松浦基夫 , 大田加与 , 大成功一 , 藤本卓司 , 川畑拓也 , 森治代 , 小島洋子 : 急性感染後半年以上にわたり抗体陽性と

ならず、急速に免疫不全に陥った一症例 ,	第 27 回日本エイズ学会学術集会 , 熊本（2013）

45)	 長島真美 ,	宮川明子 ,	新開敬行 ,	林志直 ,	貞升健志 ,	甲斐明美 ,	小島洋子 ,	川畑拓也 ,	森治代 : 東京都におけるHIV

検査陽性例より検出された T215X-revertant の解析 ,	第 27 回日本エイズ学会学術集会 ,	熊本（2013）

46)	 松浦基夫 , 川畑仁貴 , 大田加与 , 大成功一 , 藤本卓司 , 川畑拓也 , 森治代 , 小島洋子 :HIV 感染初期に HIV-RNA が

107	copies/mL を超えた 5症例の臨床的特徴 , 第 27 回日本エイズ学会学術集会 , 熊本（2013）

47)	 町登志雄,後藤大輔,鬼塚哲郎,川畑拓也,岳中美江,塩野徳史,市川誠一:大阪地域におけるMSM向け検査『クリニッ

クSTI検査1000円キャンペーン』のターゲットアプローチの考察 ,	第27回日本エイズ学会学術集会 ,	熊本（2013）

48)	 佐野貴子 , 井戸田一朗 , 川畑拓也 , 千々和勝己 , 須藤弘二 , 近藤真規子 , 今井光信 , 加藤真吾 : 民間クリニックにお

けるHIV 即日検査の導入支援および結果解析 ,	第 27 回日本エイズ学会学術集会 ,	熊本（2013）

49)	 中瀬克己,山岸拓也,中島一敏,多田有希,尾本由美子,神谷信行,灘岡陽子,川畑拓也,白井千香,山内昭則,高橋裕明,

堀成美 , 持田嘉之 , 中谷友樹 , 大西真 :WB法 HIV 抗体確認検査陽性数によるHIV 診断動向把握の検討 ,	第 27 回日

本エイズ学会学術集会 , 熊本（2013）

50)	 川畑拓也 , 長島真美 , 貞升健志 , 小島洋子 , 森治代：HIV 急性感染期の診断における第４世代HIV 迅速検査試薬エ

スプラインHIV	Ag/Ab の性能評価 ,	第 27 回近畿エイズ研究会学術集会 ,	大阪（2013）

51)	 松浦基夫 , 大田加与 , 西田幸司 , 藤本卓司 , 川畑拓也 , 森治代 , 小島洋子：急性感染後半年以上にわたり抗体陽性と

ならず、急速に免疫不全に陥った一症例 ,	第 27 回近畿エイズ研究会学術集会 ,	大阪（2013）

52)	 川畑拓也 , 山岸拓也 , 中島一敏 , 多田有希 , 大西真 , 尾本由美子 , 神谷信行 , 灘岡陽子 , 白井千香 , 山内昭則 , 高橋裕

明 , 堀成美 , 持田嘉之 , 中谷友樹 , 中瀬克己：WB法 HIV 抗体確認検査陽性数によるHIV 診断動向把握の検討 , 第

27 回公衆衛生情報研究協議会研究会　シンポジウム３「性感染症（STI）の現状と公衆衛生対策」, 埼玉（2014）

53)	 山岸拓也,尾本由美子,高野つる代,川畑拓也,白井千香,堀成美，山内昭則，高橋裕明,宮原愛理,持田嘉之,灘岡陽子,

神谷信行 , 多田有希 , 中島一敏 , 中瀬克己：STI サーベイランス活用ガイドラインについて , 第 27 回公衆衛生情報

研究協議会研究会　シンポジウム３「性感染症（STI）の現状と公衆衛生対策」, 埼玉（2014）

54)	 駒野淳 ,	倉田貴子 ,	上林大起 ,	西村公志 ,	大平文人 ,	松井陽子 ,	福村和美 ,	松本治子 ,	高橋和郎 ,	入谷展弘 ,	久保英幸 ,	

長谷篤 ,	廣川秀徹 ,	吉田秀樹 ,	塩見正史 ,	信田真理 ,	八木由奈 ,	宮浦徹 ,	内野清子 ,	田中智之 : 大阪府における風疹

流行の現状と疫学解析 ,	第 72 回日本公衆衛生学会総会 , 津 (2013)

55)	 尾本由美子 , 山岸拓也 , 川畑拓也 , 白井千香 , 高野つる代 , 多田有希 , 中島一敏 , 灘岡陽子 , 宮原愛理 , 持田嘉之 , 山

内昭則 , 中瀬克己 : 地方自治体における感染症発生動向調査の業務を支援する性感染症発生動向結果活用ガイドラ

インについて , 第 72 回日本公衆衛生学会総会 , 津（2013）
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56)	 野村千枝 , 坂田淳子 , 梶村計志 , 久米田裕子 :	MALDI-TOF/MS によるきのこの迅速同定 ,	第 50 回全国衛生化学技

術協議会年会 ,	富山	(2013)

57)	 六鹿元雄 ,	阿部裕 ,	河村葉子 ,	阿部智之 ,	石井里枝 ,	伊藤裕子 ,大野浩之 ,	大野雄一郎 ,尾崎麻子 ,	柿原芳輝 ,	岸	弘子 ,	

柴田	博 ,	薗部博則 , 高坂典子 , 但馬吉保 ,	田中	葵 ,	野村千枝 ,	疋田晃典 ,	村上	亮 ,	和田岳成 ,	渡辺一成 ,	穐山浩 :	原

子吸光光度法によるカドミウム及び鉛溶出試験の試験室間共同試験 ,	第 50 回全国衛生化学技術協議会年会 ,	富山	

(2013)

58)	 阿部裕 ,	六鹿元雄 ,	河村葉子 ,	阿部智之 ,	石井里枝 ,	伊藤裕子 ,	大野浩之 ,	大野雄一郎 ,	尾崎麻子 ,	柿原芳輝 ,	岸	弘子 ,	

柴田	博 ,	薗部博則 ,	高坂典子 ,	但馬吉保 ,	田中	葵 ,	野村千枝 , 疋田晃典 , 村上	亮 , 和田岳成 ,	渡辺一成 , 穐山浩 :ICP

及び ICP-MS によるカドミウム及び鉛溶出試験の試験室間共同試験 ,	第 50 回全国衛生化学技術協議会年会 , 富山	

(2013)

59)	 六鹿元雄,	阿部智之,	阿部裕,	石井里枝,	伊藤裕子,	大野浩之,	大野雄一郎,	尾崎麻子,柿原芳輝,	金子令子,	河村葉子,
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